
神奈川県立秦野曽屋高等学校 

令和６年度「授業力向上推進重点校」としての取組み紹介 
 

校内研究授業 及び 研究協議を行い、「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けた授業改善について、玉川大学准教授の村越 亮治先生をお

招きし、教科横断的に実践・議論しました。 

 

 
  研究授業では、 
教科書を見ずに、前回までの内容をもとに 
「未知の単語を推測」しながら、 
生徒たちは文章を並び替える（文整序） 
活動に取り組んでいます。 

 
    この活動は、文の流れを論理的に考えて、矛盾がない 

ように文を並び替える活動で、生徒たちも対話を 

通じて深く考えている様子でした。 

 
 

  研究協議では、 
外国語科だけでなく全教科の研究委員が参加し、 

   11 月の公開研究授業つながる議論を活発に行いました。 


